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赤ちゃん誕生祝い金を交付しました。
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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　赤ちゃんの誕生を祝福し、あわせて健
やかな成長を願い、３軒のご家庭に「赤
ちゃん誕生祝い金」が交付されました。

河村　摩波ちゃん
（父・環樹さん　母・恭子さん）
（令和3年６月３日生まれ）
「元気に大きく育ってね」

ま は

仲　紬希ちゃん
（父・遥也さん　母・彩弥香さん）
（令和３年８月２７日生まれ）
「元気いっぱい健康に育ってね」

つむ ぎ

北　夏音ちゃん
（父・直紀さん　母・青空さん）
（令和３年６月３０日生まれ）

「夏の始まりのような暑い日に生まれました。
見かけたら声をかけてください！」

なつ ね



　あけましておめでとうございます。
　村民の皆さまには、お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　平素より村政の運営に何かとご理解、ご協力を賜っておりますことに厚く御礼申し上げますととも
に、日々新型コロナウイルス感染症拡大防止対策においてもご協力を頂いており深く感謝を申し上
げます。
　新型コロナウイルス感染者は全国的に減少傾向にありますが、海外で感染者が増加しているほ
か、オミクロン株といった新しい株の出現など、まだまだ予断を許さない状況が続いており、今後
もできるだけの対策や努力を続けていく必要を感じます。村民の皆さまには引き続き感染防止対策
にご協力をお願い申し上げます。
　村では３回目のワクチン接種につきまして、国や県と連携しながら出来るだけ早い接種開始に向
けて準備を進めています。前回の接種同様、皆さまのご協力をお願い申し上げます。

　さて、昨年4月からは、中学生の皆さんが先行して学んでいた保・小・中合同校舎に、保育所園児、
小学校児童の皆さんも加わっての保育・学びが始まりました。そして、今年の4月からはいよいよ義
務教育学校「下北山小中学校」がスタートします。9年間を通じたつながりのある教育内容で、
専科授業や合同行事を取り入れながら、保育所から中学校卒業までの姿を見通し子どもたち一人
一人の特性に合った教育を進めていきたいと考えています。

　あわせて、昨年は小林製薬の社員の方やANAグループの社員の方をはじめ多くの方が「移住
交流体験施設むらんち」や「BIYORI」を利用しての（*1）ワーケーションや（*2）リモートワーク
に来られました。コロナ禍といった環境の変化に伴い、新しい働き方の流れが下北山村のような山
間地域にも来ているのかなと感じているところです。ワーケーションやリモートワークという働き方は
場所を選ばないことから都会から遠く離れた地域においても働くことが可能となりますので、今後も
この流れが継続していくように努力していきたいと思っています。
　また、今年は、役場庁舎の移転改修をはじめ診療所、教員住宅などの老朽化した公共施設の
再整備を進めていきたいと考えています。庁舎につきましては、議会の特別委員会や村民の代表
の方で構成された検討委員会において、元の下北山小学校を改修して移転するということで同意
をいただきましたので、今後は整備に向けての基本計画等を作成し、お示ししていきたいと考えて
います。
　今年も一年、持続可能な村づくりをめざし、職員が一丸となって努力していく所存であります。
　新型コロナウイルス感染症の収束を心より願うとともに、村民の皆さまにとりまして新しい年が、
幸多き年となることをご祈念申し上げ年頭のご挨拶とさせていただきます。

（注1）ワーケーション……仕事を意味するワークと休暇を意味するバケーションを組み合わせた造語
（注2）リモートワーク……会社と離れたところで仕事をすること

下北山村

村長　南 　 正 文

新年のご挨拶

　新年あけましておめでとうございます。村民の皆様には新しき年を健やかにお迎えの事と心から
お喜び申し上げます。
　平素は、村議会に対しまして温かいご支援とご理解をいただいておりますこと、厚く御礼申し上
げます。
　さて、昨年を振り返ってみますと、我が国のみならず全世界的に新型コロナウイルス感染症と言
う名の災害に見舞われ続けた１年でありました。
　命と健康を守るため昼夜を分かたずご対応頂いた医療従事者、福祉関係者の皆様、各事業者
の皆様、そして感染予防にご理解、ご協力頂いた村民の皆様に対し厚く御礼申し上げます。
　８月の東京オリンピック・パラリンピック開催の頃には、緊張感をもって発信される毎日の感染症
のニュースに、誰もが先行きの見えない不安を抱いたことと思います。しかし、ワクチン接種が大き
く進展したことが功を奏してか、年末を前に劇的に感染者が減少することとなり、大きく安堵された
ことであろうとも思います。
　幸い本村においては、村民の皆様の日頃の感染予防へのご努力もあり、拡大に至らなかったこ
とは何よりでありました。
　国政においては経済回復も含めた新型コロナウイルス対策や、新しい資本主義の実現、外交・
安全保障、危機管理の徹底、災害に強い国土強靭化の政策を掲げ岸田内閣が発足しました。
併せて地方の人口減少や地球温暖化への対策が求められる中、下北山村においても持続可能な
支え合いの出来る地域づくりや、雇用の創生、国・県道の整備を始め災害に強い村づくりが求め
られています。
　新しい年令和４年、小中学校においては合同校舎建設を期に進められてきた小中一貫教育が
９年制の義務教育学校という形となり、４月より校名を「下北山小中学校」としてスタートします。
子どもたちが未来に向けたくましく成長する姿を共に応援して頂きたいと思います。
　世界では新たなコロナウイルス変異株の発生もあり、第６波への拡大が懸念されています。
　今年も油断のならない年になるやも知れませんが、今後も行政と議会が共に力を合わせて村民
の皆様の健康と、下北山村の発展のために尽力いたす所存であります。
　そして下北山村だけでなく、世界中が少しでも明るいニュースで溢れますよう念じると共に、皆様
にとって幸多き一年となりますよう祈念申し上げまして新年のご挨拶といたします。

下北山村議会

議長　北 　 德 次

新年のご挨拶
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　新年あけましておめでとうございます。

　村民の皆様におかれましてはお健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　平素は、私ども消防団に対しましてご支援、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

　昨年は、一昨年と同じく新型コロナウイルスとの闘いの年となりましたが、感染予防対策とワクチ

ン接種の効果もあって、最近では新規感染者染数がこれまでになく減少していますので、このまま

収束に向かってくれればと強く願っているところでございます。

　しかしながら変異ウイルスの出現もあり、感染拡大の第６波が起こる可能性は大いにあります。く

れぐれも油断せず感染予防対策は続けていかなければなりません。

　全国の災害について振り返りますと、７月に発生した伊豆山土砂災害、８月には線状降水帯によ

り全国各地の広い範囲で大雨が降り、特に九州北部では一週間で1000mm以上の雨が降る記録

的な大雨となり土砂災害、浸水害が起きました。また、１２月に発生した大阪市のビル火災で、多

くの犠牲者がでる悲惨な事故が起きたのは記憶に新しいところです。土砂災害や浸水、火災の被

害によって亡くなられた方々に追悼の意を捧げますとともに、被災された皆様には心よりお見舞い申

し上げます。

　村内に目を向けますと、昨年は幸いにも気象災害による被害はなく、また火災による被害もありま

せんでした。村民の皆様の火災予防意識の浸透が図られているものと団員一同喜んでいるところ

でございます。

　我々消防団は、村民の防災力を高めるリーダーとしての任務の重要性を深く認識し、地域防災

力の充実強化に向けて邁進していかなければなりません。消防団の活動におきましても、新型コロ

ナウイルスによる影響を受けておりますが、感染予防を最優先に配慮して消防団の組織力が低下

しないよう日々の訓練と消防機器の整備、火災予防啓発を行い、いつ何時発生するか分からない

災害に、消防団の動員力をもって、即時対応体制の確立に、総力を挙げ尽力する所存であります。

　最後に、新年が災害の無い素晴らしい一年になりますことをお祈り申し上げますことと共に村民

の皆様の益々のご健勝を心よりご祈念申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

下北山村消防団

団長　栗 本 武 平

新年のご挨拶
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　我々消防団は、村民の防災力を高めるリーダーとしての任務の重要性を深く認識し、地域防災

力の充実強化に向けて邁進していかなければなりません。消防団の活動におきましても、新型コロ

ナウイルスによる影響を受けておりますが、感染予防を最優先に配慮して消防団の組織力が低下

しないよう日々の訓練と消防機器の整備、火災予防啓発を行い、いつ何時発生するか分からない

災害に、消防団の動員力をもって、即時対応体制の確立に、総力を挙げ尽力する所存であります。

　最後に、新年が災害の無い素晴らしい一年になりますことをお祈り申し上げますことと共に村民

の皆様の益々のご健勝を心よりご祈念申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

下北山村消防団

団長　栗 本 武 平

新年のご挨拶

下
北
山
村
議
会

12
月
定
例
会
を
開
催

令和３年
第４回

　
12
月
村
議
会
定
例
会
が
12
月
10
日
の
１

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
日
程
と
し
て
、
庁
舎
並
び
に
公
共

施
設
等
再
整
備
検
討
特
別
委
員
会
に
対
し

12
月
６
日
、
検
討
内
容
と
選
定
案
の
説
明

が
行
わ
れ
た
診
療
所
建
替
え
の
際
の
位
置

に
つ
い
て
「
旧
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に

新
築
」
を
支
持
す
る
旨
の
中
間
報
告
が
、

和
田
晃
裕
委
員
長
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
議
員
１
名
の
辞
職
に
伴
う
産
業
建
設

常
任
委
員
会
正
副
委
員
長
の
互
選
に
よ
る

選
任
の
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
議
案
が
２
件
、
条
例
改

正
が
１
件
、
条
例
の
廃
止
が
３
件
、
規
約

の
変
更
が
１
件
、
予
算
関
連
で
令
和
３
年

度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
の

５
議
案
、
欠
員
に
伴
う
上
下
衛
生
一
部
事

務
組
合
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
１
件
、
意

見
書
の
決
議
を
求
め
る
議
員
発
議
が
１

件
、
合
計
12
議
案
14
件
の
審
議
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認

及
び
原
案
ど
お
り
可
決
決
定
、
組
合
議
会

議
員
補
欠
選
挙
に
お
い
て
は
１
名
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

★
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

※
説
明
：
専
決
処
分
と
は

－

地
方
自
治
法

に
基
づ
き
、
本
来
議
会
の
議
決
が
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
、
議
決
を
せ
ず
に
村
長
自

ら
が
決
め
る
こ
と
。
緊
急
で
、
議
会
を
招

集
す
る
時
間
が
な
い
場
合
な
ど
に
限
っ
た

補
充
的
手
段
。

☆
令
和
３
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　
２
４
５
万
円
を
追
加
し
、総
額
１
８
５
，

０
６
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
補
正
内
容
は
、
い
こ
い
の
郷
に
お

け
る
備
品
の
入
替
と
、
旧
中
学
校
解
体
に

伴
う
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）

廃
棄
物
処
理
委
託
料
で
す
。

☆
令
和
３
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

　
１
３
８
万
円
を
減
額
し
、総
額
１
８
４
，

９
２
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
補
正
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費
内
の
予
算
の

振
替
と
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
散

水
栓
設
計
業
務
委
託
料
の
減
額
及
び
き
な

り
温
泉
大
規
模
改
修
工
事
費
の
増
額
等
で

す
。

★
下
北
山
村
条
例
の
書
式
を
左
横
書
き
に

改
正
す
る
条
例
等
を
廃
止
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
時
代
に
適
合
し
な
い
条
例
の
見
直
し
を

行
っ
た
も
の
で
、
４
つ
の
条
例
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

★
固
定
資
産
税
の
納
期
の
特
例
に
関
す
る

条
例
等
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
適
用
期
間
を
限
定
し
て
定
め
ら
れ
た
も

の
で
現
在
は
必
要
性
が
無
く
な
っ
た
た
め

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
林
業
構
造
改
善
事
業
協
議
会

設
置
条
例
等
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
時
代
に
適
合
し
な
い
条
例
の
見
直
し
を

行
っ
た
も
の
で
、条
例
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
出
産
育
児
一
時
金
等
の
支
給
総
額
に
つ

い
て
、
42
万
円
を
維
持
す
る
た
め
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合
の

構
成
団
体
数
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
　
川
西
町
、
三
宅
町
及
び
田
原
本
町
に
よ

る
磯
城
郡
水
道
企
業
団
の
設
置
に
伴
う
規

約
の
変
更
で
す
。

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

　
７
，
１
６
３
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ
、

総
額
１
９
２
，０
９
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
補
正
内
容
は
、
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
立
金
４
，
９
０
８
万
円
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
と
し

て
、
経
済
的
影
響
を
受
け
た
事
業
者
へ
の

支
援
対
策
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
イ
ベ
ン

ト
休
業
等
支
援
事
業
費
２
３
０
万
円
や
、

子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業
費
４

０
２
万
円
、
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費
３
３
２
万
円
、
庁

舎
建
設
費
と
し
て
基
本
計
画
及
び
実
施
設

計
委
託
料
１
，
３
０
０
万
円
の
追
加
。
感

染
症
予
防
の
た
め
中
止
さ
れ
た
観
光
イ
ベ

ン
ト
に
係
る
補
助
金
２
１
５
万
円
の
減

額
。
大
小
井
向
イ
土
砂
処
分
場
整
備
費
３

５
０
万
円
の
追
加
、
及
び
道
路
橋
梁
新
設

改
良
委
託
料
及
び
工
事
費
１
，
２
０
３
万

円
の
減
額
、
義
務
教
育
学
校
開
校
準
備
に

係
る
修
繕
費
１
４
０
万
円
の
追
加
等
で
す
。

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
21
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
主

に
一
般
被
保
険
者
療
養
費
負
担
金
の
追
加

で
す
。

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
２
７
５
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し

た
。
歳
入
に
お
い
て
は
後
期
高
齢
者
医
療

診
療
報
酬
収
入
等
３
０
０
万
円
の
減
額
、

診
療
所
及
び
歯
科
診
療
所
前
年
度
繰
越
金

６
０
８
万
円
の
追
加
、
同
一
般
会
計
繰
入

金
65
万
円
の
減
額
、
歯
科
診
療
収
入
32
万

円
追
加
補
正
で
、
主
な
歳
出
の
内
容
は
、

国
民
健
康
保
険
診
療
所
積
立
金
１
０
０
万

円
の
追
加
や
、
歯
科
外
来
委
託
料
90
万
円

の
追
加
等
で
す
。

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
54
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
主

に
修
繕
料
等
で
す
。

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
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８
０
７
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

主
に
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
等
）
の
利
用
増
に
伴
う
も
の
で
す
。

★
上
下
北
山
衛
生
一
部
事
務
組
合
議
会
議

員
補
欠
選
挙

　
組
合
議
会
議
員
１
名
の
選
挙
の
方
法
が

諮
ら
れ
、議
長
に
よ
る
指
名
推
選
の
結
果
、

辻
之
内 

勇 

議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

★
発
議
第
５
号
　
中
華
人
民
共
和
国
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
調
査
及
び

抗
議
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
　
全
会
一
致
で
衆
参
両
議
院
、
内
閣
総
理

大
臣
を
始
め
と
す
る
関
係
大
臣
へ
の
意
見

書
の
提
出
が
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

★
産
業
建
設
常
任
委
員
会
正
副
委
員
長
の

変
更
に
つ
い
て

　
委

員

長
　
和
田
晃
裕

　
副
委
員
長
　
平
井
　
清

●
そ
の
他
報
告
関
係
事
項

▽
下
北
山
村
教
育
委
員
会
公
告
式
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯

科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補

償
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ

い
て

▽
下
北
山
村
就
学
指
導
委
員
会
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に

つ
い
て

▽
下
北
山
村
立
教
育
資
料
セ
ン
タ
ー
規
則

等
を
廃
止
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
給
付
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
施
設
支
援
補
助
金
交
付
要
綱

の
制
定
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
振
興
イ
ベ
ン
ト
休

業
等
支
援
給
付
金
交
付
要
綱
の
制
定
に

つ
い
て

▽
下
北
山
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
自
宅
療
養
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
実
施
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
立
学
校
に
お
け
る
学
校
評
価

実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
に

つ
い
て

▽
下
北
山
村
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費

支
給
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
に

つ
い
て

▽
下
北
山
村
奈
良
県
立
高
等
学
校
総
合
寄

宿
舎
入
寮
者
支
援
金
交
付
要
綱
の
一
部

を
改
正
す
る
要
綱
に
つ
い
て

▽
各
地
区
団
体
育
成
補
助
金
交
付
要
綱
を

廃
止
す
る
要
綱
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
奨
学
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
教
育
資
料
セ
ン
タ
ー
教
具
等

貸
出
規
程
を
廃
止
す
る
規
程
に
つ
い
て

《
一
般
質
問
は
、
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。》

　
下
北
山
村
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰
式

が
十
二
月
十
日
（
金
）
に
役
場
議
場
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
分
野

で
功
績
の
あ
っ
た
方
な
ど
を
表
彰
審
査
委

員
会
が
推
薦
し
、
村
長
が
選
考
決
定
す
る

も
の
で
す
。

　
こ
の
度
、「
地
方
自
治
功
労
者
」
と
し

て
上
平
一
郎
氏
、「
自
治
消
防
」
と
し
て

森
田
榮
福
氏
、「
地
方
自
治
功
労
者
」
と

し
て
山
岡
繁
之
氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
平
一
郎
氏
は
、
平
成
三
年
四
月
に
下

北
山
村
議
会
議
員
に
当
選
し
、
平
成
六
年

一
月
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
ま
で
の
間
、

助
役
と
し
て
村
政
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
五
年
四
月
に
は

下
北
山
村
長
に
当
選
以
来
、
平
成
二
十
七

年
ま
で
の
三
期
十
二
年
に
亘
っ
て
在
職

し
、
激
動
の
時
代
の
村
政
の
舵
取
り
役
を

担
っ
て
頂
き
、
こ
の
度
そ
の
功
績
に
よ
り

春
の
叙
勲
で
「
旭
日
双
光
章
」
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　
森
田
榮
福
氏
は
、
昭
和
四
十
七
年
一
月

に
下
北
山
村
消
防
団
に
入
団
し
、
班
長
・

副
分
団
長
の
役
職
を
歴
任
し
た
後
、
平
成

十
八
年
二
月
に
第
二
分
団
分
団
長
に
、
平

成
二
十
二
年
二
月
に
は
下
北
山
村
消
防
団

副
団
長
に
就
任
さ
れ
、
令
和
二
年
三
月
末

に
勇
退
さ
れ
る
ま
で
の
四
十
八
年
間
、
自

治
消
防
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
、
こ
の
度

そ
の
功
績
に
よ
り
秋
の
叙
勲
に
て
「
瑞
宝

単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
表
彰
式
当
日
都
合
に
よ
り
欠
席

さ
れ
ま
し
た
山
岡
繁
之
氏
は
、
平
成
十
一

年
四
月
に
下
北
山
村
議
会
議
員
に
初
当
選

以
来
、
三
期
十
二
年
に
亘
り
在
職
し
、
地

方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の
間
、

副
議
長
を
四
年
間
努
め
る
と
と
も
に
、
情

報
化
推
進
等
特
別
委
員
長
を
始
め
産
業
建

設
常
任
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
を
歴
任

し
、
村
政
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の
度

そ
の
功
績
に
よ
り
今
年
の
高
齢
者
叙
勲
に

て
「
旭
日
単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
受
章
さ
れ
ま
し
た
三
名
の
皆
様
い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
、
こ
れ
か
ら
も
多
方

面
で
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

下
北
山
村
表
彰
条
例
に
基
づ
き
上
平
一
郎
氏
、
森
田
榮
福

氏
、
山
岡
繁
之
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

上平一郎氏（左）、森田榮福氏（右）
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　去
る
十
一
月
二
十
二
日
（
月
）
下
北

山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
お
き
ま
し
て
、
彫

刻
家
で
吉
野
郡
出
身
の
島
久
幸
氏
に
対

し
、
村
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
致
し
ま
し

た
。　島

氏
は
、
吉
野
郡
下
市
町
出
身
で
現

在
は
千
葉
県
我
孫
子
市
の
ア
ト
リ
エ
で

作
品
を
制
作
し
、
個
展
、
グ
ル
ー
プ
展

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
日
本
各
地
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
多
数
あ

り
、
今
回
下
北
山
村
制
百
三
十
周
年
に

あ
た
り
貴
重
な
芸
術
作
品
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　現
在
、下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の「
ふ

れ
あ
い
の
間
」
に
展
示
し
て
お
り
ま
す

の
で
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　11
月
20
日
（
土
）、
奈
良
市
内
に
あ

る
ロ
ー
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
、
連

携
協
定
に
つ
い
て
の
記
者
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　奈
良
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
ア
マ
チ
ュ
ア

サ
ッ
カ
ー
の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
Ｊ
Ｆ
Ｌ
に

所
属
し
て
お
り
、
昨
年
２
月
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
公
園
で
シ
ー
ズ
ン
前
の
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
し
、
滞
在
中
は
、
地
元
小
学

生
を
対
象
と
し
た
サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど

も
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　連
携
協
定
で
は
、
今
後
、
村
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
奈
良
ク

ラ
ブ
の
活
動
を
通
じ
て
、
下
北
山
村
の

特
産
品
や
村
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
協
力
し
て

地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

特賞を受賞された
濱田博子さん

　11
月
26
日
（
金
）
ス
ポ
ー
ツ
公
園
若

者
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、
令
和
３

年
度
農
産
物
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　今

年
の
農
産
物
品
評
会
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
対
策
を
講
じ
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　今
回
の
出
品
数
は
、
根
菜
類
、
イ
モ

類
、
葉
菜
類
、
果
実
類
、
き
の
こ
類
等

１
０
５
点
の
出
展
で
、
１
０
６
点
だ
っ

た
昨
年
か
ら
１
点
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
出
品
者
数
は
昨
年
よ
り
２
名
減
少

し
て
36
名
と
な
り
ま
し
た
。

　さ
て
、
本
年
は
、
台
風
に
よ
る
大
き

な
災
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
８
月
は

例
年
に
な
い
雨
量
と
な
り
、
そ
の
後
気

温
の
上
下
も
あ
り
営
農
条
件
と
し
て
は

厳
し
か
っ
た
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
出
品
頂
い
た
農
産
物
は
非
常
に

品
質
が
良
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

特
に
、
特
賞
の
長
ネ
ギ
は
色
つ
や
が
よ

く
、
ま
っ
す
ぐ
で
、
素
晴
ら
し
い
も
の

で
し
た
。

　審
査
は
南
部
農
林
振
興
事
務
所
に
よ

り
、
外
観
・
色
つ
や
・
揃
い
・
病
害
虫

の
有
無
な
ど
を
重
点
に
慎
重
か
つ
厳
正

に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　各
賞
を

受
賞
さ
れ

た

方

々

は
、
次
の

と
お
り
で

す
。

農
産
物
品
評
会
開
催

奈
良
ク
ラ
ブ
と

下
北
山
村
が
連
携
協
定

彫刻家
　島久幸氏に
　　感謝状を贈呈
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　今
大
会
は
春
開
催
を
予
定
と
し
て
お

り
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
延
期
さ
れ
、
秋
の
開
催
と
な
り
、
感

染
症
対
策
の
た
め
1
日
当
た
り
の
試
合

数
を
削
減
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　８
チ
ー
ム
（
61
名
）
が
参
加
し
、
白

熱
し
た
試
合
の
結
果
、
リ
ー
グ
戦
優
勝

チ
ー
ム
は
『
S
u
n
r
i
s
e
』
で
し

た
。　試

合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　10
月
26
日（
火
）か
ら
11
月
18
日（
木
）

に
か
け
て
、
合
同
校
舎
体
育
館
に
お
い

て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催
に
よ

る「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　11
月
20
日
・
21
日
の
２
日
間
、
下
北

山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
、「
第
７
回
き
な
り
カ
ッ
プ
女
子
サ
ッ

カ
ー
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
関
係
で
、
残
念
な
が
ら
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
兵
庫
県

か
ら
１
チ
ー
ム
、
大
阪
府
か
ら
１
チ
ー

ム
、滋
賀
県
２
チ
ー
ム
、京
都
府
１
チ
ー

ム
、
奈
良
県
か
ら
１
チ
ー
ム
の
計
６

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
巧
み
な
ド
リ
ブ
ル

や
パ
ス
ワ
ー
ク
な
ど
レ
ベ
ル
の
高
い
試

合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
開
催

第
７
回
き
な
り
カ
ッ
プ

女
子
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
る

見事優勝された、おおつヴィクトリーズサッカー

クラブ（滋賀県）の選手

順位

１位

２位

３位

４位

５位

６位

７位

８位

チーム名

Sunrise

AAP2021

しもっぴーず

SKY

Kスポーツ

ムラカラB

ムラカラA

エフザイル

勝敗

７勝０敗

６勝１敗

５勝２敗

４勝３敗

３勝４敗

２勝５敗

１勝６敗

０勝７敗

■リーグ戦成績表

リ
ー
グ
戦
優
勝
チ
ー
ム
『S

u
n
rise

』

　２
０
１
７
年
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
を
活
用
し
、
下
北
山
村
へ
移
住
し
て
き

た
小
野
さ
ん
夫
妻
は
、
自
然
豊
か
な
山
深

い
土
地
に
惹
か
れ
こ
の
村
を
選
ん
だ
。

　少
し
ず
つ
村
に
溶
け
込
み
な
が
ら
、
翌

年
に
は
一
棟
貸
し
の
宿
「
山
の
家 

晴
々
」

を
は
じ
め
た
。

　そ
の
後
、
２
０
２
０
年
、
新
た
に
カ
フ
ェ

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　毎
月
、
０
の
つ
く
日
が
ピ
ザ
、
５
の
つ

く
日
は
カ
フ
ェ
と
し
て
営
業
し
て
い
る
。

（※）

セ
ル
フ
ビ
ル
ド
と
い
う
壮
大
な
挑
戦

　マ
キ
ビ
ト
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
は
村
内
の
木
材
を

使
用
し
、
約
２
年
か
け
て
建
て
ら
れ
た
セ

ル
フ
ビ
ル
ド
の
カ
フ
ェ
。
建
物
の
ほ
と
ん

ど
が
小
野
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら

れ
、
室
内
は
温
か
く
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
る
。

　な
ぜ
時
間
も
労
力
も
か
か
る
セ
ル
フ
ビ

ル
ド
に
し
た
の
か
と
夫
、
正
晴
さ
ん
に
聞

く
と
、「
使
わ
れ
て
い
な
い
土
地
が
あ
っ

た
か
ら
山
の
資
源
を
活
用
で
き
る
取
り
組

み
に
し
た
か
っ
た
し
、
一
か
ら
木
の
建
物

を
建
て
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。」
と

答
え
て
く
れ
た
。

　だ
が
、
実
際
に
挑
戦
し
て
み
て
大
変

だ
っ
た
の
は
完
成
ま
で
に
い
か
に
や
る
気

を
維
持
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

そ
う
。

　大
好
き
な
宮
崎
駿
監
督
の
ジ
ブ
リ
映
画

や
、
ド
ラ
マ
「
北
の
国
か
ら
」
を
観
て
や

る
気
を
出
し
て
い
た
と
、
独
特
な
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
上
げ
方
を
教
え
て
く
れ
た
。

〝
ま
き
び
と
〟
と
し
て
の
暮
ら
し

　２
人
の
生
き
方
を
大
き
く
変
え
た
の
は
、

３
年
間
の
世
界
一
周
ハ
ネ
ム
ー
ン
旅
行
。

　ハ
ネ
ム
ー
ン
と
言
っ
て
も
、
現
地
の
暮

ら
し
に
溶
け
込
ん
だ
旅
だ
っ
た
と
い
う
。

厳
し
く
も
美
し
い
自
然
の
中
で
生
き
る

人
々
を
目
の
当
た
り
に
す
る
な
か
で
、
自

分
た
ち
の
力
で
生
き
て
い
く
「
手
作
り
の

暮
ら
し
」
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
っ
た
そ
う
。

　マ
キ
ビ
ト
の
由
来
に
は
、
火
の
あ
る
暮

ら
し
「
薪
火
と
」、
山
と
関
わ
り
暮
ら
す
「
薪

人
」、
自
然
と
一
体
と
な
り
旅
を
す
る
「
牧

人
」
な
ど
、
２
人
が
大
切
に
し
て
い
き
た

い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

１
カ
月
か
け
て
よ
う
や
く
辿
り
着
い
た

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
感
じ
た
こ
と

　コ
ロ
ン
ビ
ア
の
コ
ー
ヒ
ー
農
園
に
滞
在

し
た
時
、
豆
の
収
穫
か
ら
焙
煎
ま
で
自
分

で
す
る
と
、
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
ま

で
に
１
か
月
も
手
間
が
か
か
っ
た
と
い
う
。

そ
の
経
験
か
ら
、
自
分
た
ち
も
ち
ゃ
ん
と

し
た
も
の
を
出
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
。

　そ
ん
な
２
人
が
提
供
す
る
の
は
、
素
材

本
来
の
味
を
活
か
し
た
、
素
朴
で
飽
き
な

い
、
体
に
優
し
い
も
の
ば
か
り
。

　村
内
の
薪
を
使
い
、
手
作
り
の
石
窯
で

焼
い
た
天
然
酵
母
の
ピ
ザ
や
、
地
元
の
食

材
を
使
っ
た
手
作
り
の
ケ
ー
キ
、
ま
た
自

家
焙
煎
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

自
然
の
恵
み
が
た
っ
ぷ
り
の
も
の
を
提
供

し
て
い
る
。

自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
を
大
切
に

　カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
に
よ
り

今
ま
で
宿
泊
に
来
て
い
た
村
外
の
お
客
さ

ん
だ
け
で
な
く
、
村
の
人
に
も
来
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　去
年
か
ら
家
族
も
１
人
増
え
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
、
無
理
な
く
自
分
た
ち
の
ペ
ー

ス
を
大
切
に
、
暮
ら
し
を
作
っ
て
い
く
「
オ

ノ
暮
ら
し
」
は
続
い
て
い
き
ま
す
。

（
注
）
セ
ル
フ
ビ
ル
ド…

住
宅
を
自
分
自
身
で
建
て
る
こ
と

村
の「
お
い
し
い
」を
届
け
ま
す
　
第
６
回

特集 Vol.16
人
と
自
然
に
優
し
い
暮
ら
し
を
め
ざ
し
て

マ
キ
ビ
ト
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

マキビトＣａｆｅ

住所　下北山村寺垣351

TEL080-5989-4073

石窯とマルゲリータピザ

ケーキ 3種盛り合わせ
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　２
０
１
７
年
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
を
活
用
し
、
下
北
山
村
へ
移
住
し
て
き

た
小
野
さ
ん
夫
妻
は
、
自
然
豊
か
な
山
深

い
土
地
に
惹
か
れ
こ
の
村
を
選
ん
だ
。

　少
し
ず
つ
村
に
溶
け
込
み
な
が
ら
、
翌

年
に
は
一
棟
貸
し
の
宿
「
山
の
家 

晴
々
」

を
は
じ
め
た
。

　そ
の
後
、
２
０
２
０
年
、
新
た
に
カ
フ
ェ

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　毎
月
、
０
の
つ
く
日
が
ピ
ザ
、
５
の
つ

く
日
は
カ
フ
ェ
と
し
て
営
業
し
て
い
る
。

（※）

セ
ル
フ
ビ
ル
ド
と
い
う
壮
大
な
挑
戦

　マ
キ
ビ
ト
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
は
村
内
の
木
材
を

使
用
し
、
約
２
年
か
け
て
建
て
ら
れ
た
セ

ル
フ
ビ
ル
ド
の
カ
フ
ェ
。
建
物
の
ほ
と
ん

ど
が
小
野
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら

れ
、
室
内
は
温
か
く
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
る
。

　な
ぜ
時
間
も
労
力
も
か
か
る
セ
ル
フ
ビ

ル
ド
に
し
た
の
か
と
夫
、
正
晴
さ
ん
に
聞

く
と
、「
使
わ
れ
て
い
な
い
土
地
が
あ
っ

た
か
ら
山
の
資
源
を
活
用
で
き
る
取
り
組

み
に
し
た
か
っ
た
し
、
一
か
ら
木
の
建
物

を
建
て
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。」
と

答
え
て
く
れ
た
。

　だ
が
、
実
際
に
挑
戦
し
て
み
て
大
変

だ
っ
た
の
は
完
成
ま
で
に
い
か
に
や
る
気

を
維
持
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

そ
う
。

　大
好
き
な
宮
崎
駿
監
督
の
ジ
ブ
リ
映
画

や
、
ド
ラ
マ
「
北
の
国
か
ら
」
を
観
て
や

る
気
を
出
し
て
い
た
と
、
独
特
な
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
上
げ
方
を
教
え
て
く
れ
た
。

〝
ま
き
び
と
〟
と
し
て
の
暮
ら
し

　２
人
の
生
き
方
を
大
き
く
変
え
た
の
は
、

３
年
間
の
世
界
一
周
ハ
ネ
ム
ー
ン
旅
行
。

　ハ
ネ
ム
ー
ン
と
言
っ
て
も
、
現
地
の
暮

ら
し
に
溶
け
込
ん
だ
旅
だ
っ
た
と
い
う
。

厳
し
く
も
美
し
い
自
然
の
中
で
生
き
る

人
々
を
目
の
当
た
り
に
す
る
な
か
で
、
自

分
た
ち
の
力
で
生
き
て
い
く
「
手
作
り
の

暮
ら
し
」
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
っ
た
そ
う
。

　マ
キ
ビ
ト
の
由
来
に
は
、
火
の
あ
る
暮

ら
し
「
薪
火
と
」、
山
と
関
わ
り
暮
ら
す
「
薪

人
」、
自
然
と
一
体
と
な
り
旅
を
す
る
「
牧

人
」
な
ど
、
２
人
が
大
切
に
し
て
い
き
た

い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

１
カ
月
か
け
て
よ
う
や
く
辿
り
着
い
た

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
感
じ
た
こ
と

　コ
ロ
ン
ビ
ア
の
コ
ー
ヒ
ー
農
園
に
滞
在

し
た
時
、
豆
の
収
穫
か
ら
焙
煎
ま
で
自
分

で
す
る
と
、
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
ま

で
に
１
か
月
も
手
間
が
か
か
っ
た
と
い
う
。

そ
の
経
験
か
ら
、
自
分
た
ち
も
ち
ゃ
ん
と

し
た
も
の
を
出
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
。

　そ
ん
な
２
人
が
提
供
す
る
の
は
、
素
材

本
来
の
味
を
活
か
し
た
、
素
朴
で
飽
き
な

い
、
体
に
優
し
い
も
の
ば
か
り
。

　村
内
の
薪
を
使
い
、
手
作
り
の
石
窯
で

焼
い
た
天
然
酵
母
の
ピ
ザ
や
、
地
元
の
食

材
を
使
っ
た
手
作
り
の
ケ
ー
キ
、
ま
た
自

家
焙
煎
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

自
然
の
恵
み
が
た
っ
ぷ
り
の
も
の
を
提
供

し
て
い
る
。

自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
を
大
切
に

　カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
に
よ
り

今
ま
で
宿
泊
に
来
て
い
た
村
外
の
お
客
さ

ん
だ
け
で
な
く
、
村
の
人
に
も
来
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　去
年
か
ら
家
族
も
１
人
増
え
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
、
無
理
な
く
自
分
た
ち
の
ペ
ー

ス
を
大
切
に
、
暮
ら
し
を
作
っ
て
い
く
「
オ

ノ
暮
ら
し
」
は
続
い
て
い
き
ま
す
。

（
注
）
セ
ル
フ
ビ
ル
ド…

住
宅
を
自
分
自
身
で
建
て
る
こ
と

村
の「
お
い
し
い
」を
届
け
ま
す
　
第
６
回

特集 Vol.16
人
と
自
然
に
優
し
い
暮
ら
し
を
め
ざ
し
て

マ
キ
ビ
ト
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

マキビトＣａｆｅ

住所　下北山村寺垣351

TEL080-5989-4073

石窯とマルゲリータピザ

ケーキ 3種盛り合わせ
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【
日
時
】

①
１
月
19
日
（
水
）

②
１
月
31
日
（
月
）

い
ず
れ
も
14
時
00
分
～
15
時
00
分

【
会
場
】

吉
野
納
税
協
会
２
Ｆ
会
議
室

（
吉
野
町
大
字
丹
治
２
０
０
番
３
）

【
説
明
内
容
】

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
（
基
礎
編
）

《
こ
ん
な
方
に
オ
ス
ス
メ
》

・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
い
う
言
葉
を
初

め
て
聞
い
た
方

・
制
度
全
体
の
仕
組
み
を
知
り
た
い
方

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
先
】

説
明
会
は
電
話
予
約
制
で
す
。
１
週
間

前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

吉
野
税
務
署 

法
人
課
税
部
門

０
７
４
６

－

３
２

－

１
５
８
３（
直
通
）

　私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
は
、
税
金
を

使
っ
て
で
き
た
も
の
や
場
所
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　例
え
ば
、
信
号
機
で
は
、
全
国
に
約
二

十
万
五
千
基
も
の
数
が
あ
り
ま
す
が
、
一

基
あ
た
り
、
約
二
百
四
十
か
ら
四
百
七
十

万
円
も
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ほ
か
に
も
、
学
校
を
一
校
建
設
し
よ

う
と
す
る
と
、
約
十
五
億
円
も
か
か
る
そ

う
で
す
。
ほ
か
に
も
、
私
た
ち
が
健
康
に

生
活
す
る
た
め
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
税
金
は
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　み
ん
な
が
一
度
は
思
う
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。「
な
ん
で
税
金
を
納
め
な
い
と

い
か
な
い
の
か
。」
こ
れ
は
、
日
本
の
法

律
で
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
私
た
ち

が
税
金
を
は
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
共

施
設
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
内
閣
か
ら
提
供

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
は
過
ご
し

や
す
く
、
快
適
な
状
態
を
保
っ
て
い
る
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　私
は
今
回
、
こ
の
作
文
を
書
く
こ
と
で

よ
り
詳
し
く
知
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
税
金
の
種
類
で
す
。
税
に
種
類
が

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
新
し
い

こ
と
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　ま
ず
、「
ど
こ
」「
納
め
方
」「
何
に
対

し
て
課
税
」
す
る
か
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ

ま
す
。
税
金
の
中
で
も
国
税
と
地
方
税
。

そ
の
中
に
も
、
直
接
と
間
接
税
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
知
っ
て
、
税
に
も
、
分
類
・

種
類
が
あ
り
、
自
分
が
思
っ
て
い
る
以
上

に
奥
が
深
く
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ

て
い
る
の
だ
と
分
か
っ
た
。

　し
か
し
、
税
金
も
ほ
か
の
使
い
方
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
き
が
あ
り

ま
す
。

　た
と
え
は
、
一
つ
の
こ
と
を
重
点
的
に

お
金
を
か
け
る
の
も
い
い
と
思
う
け
ど
、

も
っ
と
視
野
を
広
げ
て
い
ろ
ん
な
公
共
施

設
な
ど
に
使
う
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
た
く
さ
ん

の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
税
金
に

も
、
種
類
が
あ
り
、
大
き
く
三
つ
の
項
目

に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
私
た
ち
が
住

ん
で
い
る
奈
良
県
が
、
ど
の
よ
う
に
税
金

を
使
っ
て
い
る
か
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
税
金
は
奥
が
深
く
、

税
金
を
納
め
る
こ
と
で
、
豊
か
な
社
会
に

な
っ
て
い
る
の
だ
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

お
金
の
使
い
方
は
難
し
い
し
、
と
き
に
は
、

ま
ち
が
っ
た
使
い
方
も
す
る
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、
そ
れ
で
も
税
金
が
な
け
れ
ば
社

会
は
成
り
立
た
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　税
と
は
何
か
。
と
聞
か
れ
る
と
ま
だ
完

璧
に
答
え
ら
れ
な
い
け
ど
、
大
人
に
な
る

に
つ
れ
も
っ
と
詳
し
く
知
れ
た
ら
い
い
と

思
う
。
改
め
て
税
金
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。

《
下
北
山
村
長
賞
》

「
税
金
の
使
い
方
と
種
類
」

下
北
山
中
学
校

　三
年

　仲
村

　美
咲

令和３年度中学生「税についての作文」

優秀作品に１名が選ばれました
　吉野税務署管内租税教育推進協議会では、吉野郡内の中学生の皆さんに、税や財政に対す

る考え方をより深めていただくために、例年「税についての作文」を募集しています。

　令和３年度の募集では、吉野郡内の中学校９校から421編の応募がありました。

　その中で、下北山中学校三年生　仲村美咲さんの作文が優秀と認められ表彰されました。

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
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　今
年
の
所
得
税
確
定
申
告
相
談
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
及
び
混
雑
緩
和
の
た
め
、
昨
年

と
同
様
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
の
で
、
お
電
話
ま
た
は
来
庁
に
て

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
申
告
期
間
中
に
予
約
な
く
お

越
し
い
た
だ
い
た
場
合
は
、
受
付
状
況

に
よ
り
再
度
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
予
約
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
告
期
間
】

２
月
16
日
（
水
）
～
３
月
15
日
（
火
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※

土
日
祝
除
く

【
会

　
　場
】
下
北
山
村
役
場

【
予
約
受
付
】

令
和
４
年
２
月
１
日
（
火
）
午
前
９
時

か
ら

【
注
意
事
項
】

※

ご
予
約
の
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。

※

予
約
状
況
に
よ
り
ご
希
望
に
添
え
な

い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※

源
泉
徴
収
票
等
の
申
告
に
必
要
な
書

類
は
大
切
に
保
管
し
、
申
告
時
に
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※

当
日
は
、「
検
温
」「
マ
ス
ク
の
着
用
」

「
手
指
の
消
毒
」
等
の
感
染
予
防
対

策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

住
民
課
税
務
係 

☎
６

－

０
０
０
１

令
和
３
年
分
所
得
税

確
定
申
告
相
談
は

予
約
制
で
す
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　12
月
４
日
（
土
）、
保
・
小
・
中
合

同
校
舎
体
育
館
に
て
保
育
所
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
約
１
か

月
間
、
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た
歌
や

ダ
ン
ス
、
お
遊
戯
、
太
鼓
な
ど
様
々
な

演
目
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
、
冬

の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
発
表

で
、
体
育
館
全
体
が
温
か
い
笑
顔
と
拍

手
で
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
の
お
遊
戯
は
、
す
べ
て
の
組
が

一
丸
と
な
っ
て
白
雪
姫
を
演
じ
、
白
雪

姫
や
、
魔
女
、
小
人
な
ど
の
か
わ
い
い

衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
小
さ
い
体
を
大

き
く
動
か
し
て
役
に
な
り
き
り
、
観
客

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　発
表
会
の
最
後
に
は
青
組
の
３
人
が

「
自
分
た
ち
は
成
長
し
ま
し
た
!!
」
と

言
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
自
信
あ
ふ
れ

る
姿
で
終
わ
り
の
あ
い

さ
つ
を
し
て
こ
の
発
表

会
を
締
め
て
く
れ
ま
し

た
。　そ

の
後
、
保
育
所
や

ひ
ま
わ
り
会
か
ら
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た

園
児
か
ら
は
、
や
り

切
っ
た
と
い
う
達
成
感

や
、
安
堵
感
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　こ
の
発
表
会
で
練
習

の
成
果
を
発
表
す
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
練

習
を
経
て
成
長
し
た
姿

も
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

下
北
山
村
保
育
所
発
表
会

　本
村
に
事
業
所
を
構
え
る
（
株
）
ザ

ム
・
ジ
ャ
パ
ン
が
供
給
す
る
ブ
レ
ー
キ

部
品
（
ブ
レ
ー
キ
パ
ッ
ド
）
を
装
着
し

た
レ
ー
ス
用
バ
イ
ク
がF

IM

ロ
ー
ド

レ
ー
ス
世
界
選
手
権M

o
to

2

ク
ラ
ス

で
２
０
２
１
年
間
総
合
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

を
獲
得
し
ま
し
た
！

　同
社
の
取
扱
商
品
を
使
用
し
て
い
る

レ
ー
ス
用
バ
イ
ク
に
つ
い
て
は
、
一
つ

上
の
ク
ラ
ス
で
あ
るM

o
to

G
P

に
お
い

て
１
９
８
６
年
か
ら
10
回
連
続
で
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
達
成
し
、
鈴
鹿
８
時

間
耐
久
レ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
２
０
０

７
年
か
ら
６
年
連
続
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
輝
い
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
世
界
カ
ー
ト
選
手
権O

K
J

 

C
L

S
S

に
お
い
て
、
同
社
が
供
給
す
る

X
a
m

ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
及
びR

K

チ
ェ
ー

ン
を
装
着
し
た
レ
ー
ス
用
カ
ー
ト
が
５

年
連
続
で
年
間
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
栄
冠

に
輝
い
て
お
り
ま
す
。

　各
部
品
に
つ
い
て
は
力
を
タ
イ
ヤ
に

伝
え
る
重
要
な
部
品
で
あ
り
、
信
頼
性

が
高
く
な
い
と
装
着
さ
れ
ま
せ
ん
。

　た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
ら
れ
た
成
果

が
実
を
結
び
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
実
績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
益
々
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

▲ブレーキパッド（ブレーキローターの両
側を強く挟み、摩擦によってタイヤの回転
を停止させる部品）

▲スプロケット（エンジンから伝わる動
　力をリアホイールに伝達する部品）

ザ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
の
商
品
が
活
躍
！

№775 R４（2022）.１ （　　　）〈広報　下北山〉 12



　12
月
４
日
（
土
）、
保
・
小
・
中
合

同
校
舎
体
育
館
に
て
保
育
所
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
約
１
か

月
間
、
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た
歌
や

ダ
ン
ス
、
お
遊
戯
、
太
鼓
な
ど
様
々
な

演
目
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
、
冬

の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
発
表

で
、
体
育
館
全
体
が
温
か
い
笑
顔
と
拍

手
で
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
の
お
遊
戯
は
、
す
べ
て
の
組
が

一
丸
と
な
っ
て
白
雪
姫
を
演
じ
、
白
雪

姫
や
、
魔
女
、
小
人
な
ど
の
か
わ
い
い

衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
小
さ
い
体
を
大

き
く
動
か
し
て
役
に
な
り
き
り
、
観
客

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　発
表
会
の
最
後
に
は
青
組
の
３
人
が

「
自
分
た
ち
は
成
長
し
ま
し
た
!!
」
と

言
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
自
信
あ
ふ
れ

る
姿
で
終
わ
り
の
あ
い

さ
つ
を
し
て
こ
の
発
表

会
を
締
め
て
く
れ
ま
し

た
。　そ

の
後
、
保
育
所
や

ひ
ま
わ
り
会
か
ら
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た

園
児
か
ら
は
、
や
り

切
っ
た
と
い
う
達
成
感

や
、
安
堵
感
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　こ
の
発
表
会
で
練
習

の
成
果
を
発
表
す
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
練

習
を
経
て
成
長
し
た
姿

も
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

下
北
山
村
保
育
所
発
表
会

　本
村
に
事
業
所
を
構
え
る
（
株
）
ザ

ム
・
ジ
ャ
パ
ン
が
供
給
す
る
ブ
レ
ー
キ

部
品
（
ブ
レ
ー
キ
パ
ッ
ド
）
を
装
着
し

た
レ
ー
ス
用
バ
イ
ク
がF

IM

ロ
ー
ド

レ
ー
ス
世
界
選
手
権M

o
to

2

ク
ラ
ス

で
２
０
２
１
年
間
総
合
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

を
獲
得
し
ま
し
た
！

　同
社
の
取
扱
商
品
を
使
用
し
て
い
る

レ
ー
ス
用
バ
イ
ク
に
つ
い
て
は
、
一
つ

上
の
ク
ラ
ス
で
あ
るM

o
to

G
P

に
お
い

て
１
９
８
６
年
か
ら
10
回
連
続
で
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
達
成
し
、
鈴
鹿
８
時

間
耐
久
レ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
２
０
０

７
年
か
ら
６
年
連
続
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
輝
い
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
世
界
カ
ー
ト
選
手
権O

K
J

 

C
L

S
S

に
お
い
て
、
同
社
が
供
給
す
る

X
a
m

ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
及
びR

K

チ
ェ
ー

ン
を
装
着
し
た
レ
ー
ス
用
カ
ー
ト
が
５

年
連
続
で
年
間
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
栄
冠

に
輝
い
て
お
り
ま
す
。

　各
部
品
に
つ
い
て
は
力
を
タ
イ
ヤ
に

伝
え
る
重
要
な
部
品
で
あ
り
、
信
頼
性

が
高
く
な
い
と
装
着
さ
れ
ま
せ
ん
。

　た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
ら
れ
た
成
果

が
実
を
結
び
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
実
績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
益
々
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

▲ブレーキパッド（ブレーキローターの両
側を強く挟み、摩擦によってタイヤの回転
を停止させる部品）

▲スプロケット（エンジンから伝わる動
　力をリアホイールに伝達する部品）

ザ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
の
商
品
が
活
躍
！

　
快
晴
の
下
、
秋
季
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
12
月
1
日
（
水
）、
下
北

山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
村
内
の
高
齢
者
53
名
が
参
加
さ

れ
、
2
コ
ー
ス
の
計
16
ホ
ー
ル
で
技
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
井
谷
ト
シ
さ
ん
が
見
事
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。
ス
コ
ア
ー
は
1
回
目
25
、

2
回
目
19
、
合
計
44
で
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

優
　
勝
　
　
井
谷
　
ト
シ
　
　
さ
ん

準
優
勝
　
　
木
谷
　
勇
三
郎
　
さ
ん

三
　
位
　
　
上
田
　
良
子
　
　
さ
ん

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
感

染
予
防
を
徹
底
し
な
が
ら
様
々
な
健
康
づ

く
り
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
頂
き
、
皆
様
に
た
く
さ
ん
お
会
い

で
き
る
１
年
に
な
る
と
嬉
し
い
で
す
！

「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会
」

　
相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心
の
専

門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
お
話
い
た
だ
い
た
内
容
は

秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
２
名

【
日
時
】
１
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

「
椅
子
ヨ
ガ
＆
音
楽
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
」

　「
何
か
体
を
動
か
し
た
い
け
ど
膝
が
…
」

「
本
格
的
な
運
動
は
ち
ょ
っ
と
…
」
と
い

う
方
に
お
ス
ス
メ
の
椅
子
ヨ
ガ
＆
楽
し
い

音
楽
に
合
わ
せ
て
簡
単
な
体
操
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
皆
で
す
れ
ば
楽
し
い
こ
と
間

違
い
な
し
！
送
迎
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
講
師
】
桝
井
紋
子 

先
生

【
日
時
】
１
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
　飲
み
物

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

※
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
事
業

【
各
種
お
申
込
み
】

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
6
‐
0
0
1
5

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
を
実
施
し
ま
し
た

　
歩
く
の
が
遅
く
な
っ
た
、
疲
れ
や
す
く

な
っ
た
、
出
掛
け
る
の
が
お
っ
く
う
に

な
っ
た
、
な
ど
歳
を
重
ね
る
と
誰
も
が
感

じ
る
こ
の
よ
う
な
症
状
を
フ
レ
イ
ル
（
虚

弱
）
と
言
い
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
が
悪
化
し
要
介
護
状
態
に
な

る
前
に
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
健
康
寿
命

を
伸
ば
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
12
月
９

日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
、
フ
レ
イ
ル
予

防
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
と
の
会
話
や
買
い
物
に
出
掛
け
る
な

ど
の
社
会
参
加
、
栄
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
を
意
識
す
れ
ば
、
フ
レ
イ
ル
の
進

行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
講
師
の
伊
藤
管
理
栄
養
士

と
と
も
に
、
筋
力
の
衰
え
を
防
ぐ
た
め
に

た
ん
ぱ
く
質
を
含
ん
だ
良
い
食
事
例
と
、

普
段
の
食
事
と
を
比
較
し
な
が
ら
、
改
善

策
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
フ
レ
イ
ル
の
前
兆
と
さ
れ
る
、
口

か
ら
食
べ
物
を
こ
ぼ
す
、
口
が
渇
き
や
す

い
な
ど
の
口
腔
機
能
の
低
下
は
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
講
師
の
堀
内
歯
科
衛
生
士
に
、
正
し
い

歯
磨
き
の
仕
方
や
、
口
周
り
の
筋
力
を
鍛

え
る
口
腔
体
操
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
フ
レ
イ
ル
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
散
歩

に
出
掛
け
る
、
普
段
の
食
事
に
た
ん
ぱ
く

質
を
含
む
食
品
を
プ
ラ
ス
す
る
、
テ
レ
ビ

を
見
な
が
ら
口
腔
体
操
を
す
る
な
ど
普
段

の
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

令
和
３
年
度
秋
季
高
齢
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

井
谷
ト
シ
さ
ん
が
優
勝
！

見事優勝された井谷トシさん
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
も
村
民
の
皆
様
が
泥
棒
や
詐

欺
、
交
通
事
故
な
ど
、
事
件
や
事
故
の

被
害
に
遭
わ
れ
な
い
よ
う
精
い
っ
ぱ
い

活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
安
全
か
つ
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
下
北
山
村
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

事
件
や
事
故
の
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

１
１
０
番
！

　１
１
０
番
は
国
民
と
警
察
を
結
ぶ
き

ず
な
と
し
て
広
く
定
着
し
、
事
件
事
故

等
各
種
事
案
の
早
期
解
決
に
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　警
察
で
は
毎
年
１
月
10
日
を
「
１
１

０
番
の
日
」
と
定
め
て
そ
の
適
正
な
利

駐在さん通信駐在さん通信

用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　事
件
・
事
故
の
被
害
に
遭
っ
た
り
、

目
撃
し
た
時
な
ど
警
察
の
緊
急
な
対
応

が
必
要
な
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず
１
１

０
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　た
だ
、
通
報
の
中
に
は
「
い
た
ず
ら
・

無
応
答
・
番
号
間
違
い
」
が
約
３
割
含

ま
れ
て
お
り
、
真
に
助
け
を
求
め
て
お

ら
れ
る
方
か
ら
の
１
１
０
番
通
報
の
妨

げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　緊
急
性
の
な
い
要
望
・
相
談
な
ど
の

場
合
は
、〝
も
う
一
つ
の
１
１
０
番
〟

と
も
言
え
る
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
９
１

１
０
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ス
マ
ス
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
！

　去
年
12
月
６
日
に
80
歳
以
上
の
高
齢

者
方
へ
の
訪
問
活
動
「
ク
リ
ス
マ
ス
作

戦
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　こ
の
活
動
は
吉
野
警
察
の
他
、
村
の

防
犯
団
体
で
あ
る
安
全
で
住
み
よ
い
村

づ
く
り
推
進
協
議
会
、交
通
安
全
協
会
・

交
通
安
全
協
会
母
の
会
・
下
北
山
村
駐

在
所
連
絡
協
議
会
・
下
北
山
村
地
域
安

全
推
進
協
議
会
の
合
同
施
策
で
す
が
今

年
も
民
間
企
業
の
南
都
銀
行
北
山
支
店

さ
ん
が
施
策
の
趣
旨
に
賛
同
し
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
ボ
ウ
が
所
持
禁
止
に
な
り
ま
す

　令
和
４
年
３
月
15
日
に
施
行
さ
れ
る

改
正
銃
刀
法
に
よ
り
、ク
ロ
ス
ボ
ウ（
別

名
：
ボ
ウ
ガ
ン
、
洋
弓
銃
）
の
所
持
が

原
則
禁
止
で
許
可
制
に
な
り
施
行
後
に

不
法
に
所
持
し
た
場
合
は
罪
に
問
わ
れ

ま
す
。

　村
民
の
方
で
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
方
は
、
施
行
か
ら
半
年
間
の

猶
予
期
間
中
（
令
和
４
年
９
月
14
日
）

ま
で
に
所
持
許
可
申
請
を
出
す
か
警
察

に
処
分
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
最
寄
り
の
警
察
署
に
持
ち
込

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
無
償
で
処
分
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

crossbow

クロスボウ

　国
有
林
の
事
業
運
営
等
に
つ
い
て
、

国
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
き
し

て
国
有
林
野
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

【
任
期
】
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
５
年
３
月
31
日
ま
で

【
対
象
】
奈
良
県
内
に
お
住
ま
い
で
、

森
林
・
林
業
及
び
国
有
林
に
関
心
の
あ

る
成
人
の
方
。
た
だ
し
、
国
会
及
び
地

方
議
会
の
議
員
、地
方
公
共
団
体
の
長
、

常
勤
の
国
家
公
務
員
は
除
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
】令
和
４
年
２
月
１
日（
火
）

【
詳
細
】
募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国

森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。「
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
」
で
検
索
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

　総
務
企
画
部

企
画
調
整
課

　林
政
推
進
係

☎
０
６

－

６
８
８
１

－

３
４
１
２
（
直
通
）

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
ttp

s:/
/
w
w
w
.rin

y
a.m

aff.g
o.jp

/

k
in
k
i/
k
ik
ak

u
/
m
on

itor/
in
d
ex

.h
tm

l

令
和
４
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集
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こ
と
し

かき

え
が
お

い
ち
ね
ん

ま
なた

い
せ
つ

と
しと

も
あ
そ

と
ら

い
き
お

ど
し

　11
月
30
日
（
火
）
奈
良
県
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
、
日
本
赤
十
字

社
県
支
部
創
立
１
２
６
周
年
と
県
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
創
立
50
周
年
を
記
念

す
る
奈
良
県
赤
十
字
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
名
誉
副
総
裁
の

寛
仁
親
王
妃
信
子
さ
ま
ご
臨
席
の
も

と
、
表
彰
や
活
動
発
表
が
行
わ
れ
、
本

村
で
も
下
北
山
村
分
区
長
で
あ
る
南
村

長
が
「
銀
色
有
功
章
」
を
受
章
し
ま
し

た
。　「

銀
色
有
功
章
」
は
、
日
本
赤
十
字

社
に
対
し
て
永
年
に
わ
た
る
奉
仕
活

動
・
寄
付
・
献
血
等
の
貢
献
に
対
し
て

授
与
さ
れ
る
も
の
す
。
地
区
分
区
と
し

て
、
引
き
続
き
赤
十
字
事
業
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　下記の日程におきまして、マイナンバーカードの夜間

窓口を開設いたします。

　夜間窓口の利用を希望される方は、必ず、前日までに

ご予約ください。

　ご予約がない場合は、実施いたしません。

　お仕事などで昼間来庁することが難しい方は、ぜひこ

の機会にご利用ください。

【開庁日】

１月25日（火）・２月22日（火）・３月23日（水）

17時15分～19時00分まで（最終受付：18時50分）

【対象の手続き】

・マイナンバーカードの受取り

・電子証明書の更新

　証明書類の発行や料金の支払いなど、

マイナンバーカード以外に関するお手続きはご利用いた

だけませんのでご注意ください。

　ご不明な点等ございましたら、下記までお問合せくだ

さい。

住民課マイナンバーカード係　TEL：6－0001

マイナンバーカードの
平日夜間窓口のご案内

赤十字事業への貢献
～下北山村分区長が
　　　「銀色有功章」を受章～
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人の動き
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赤ちゃん誕生祝い金を交付しました。
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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　赤ちゃんの誕生を祝福し、あわせて健
やかな成長を願い、３軒のご家庭に「赤
ちゃん誕生祝い金」が交付されました。

河村　摩波ちゃん
（父・環樹さん　母・恭子さん）
（令和3年６月３日生まれ）
「元気に大きく育ってね」

ま は

仲　紬希ちゃん
（父・遥也さん　母・彩弥香さん）
（令和３年８月２７日生まれ）
「元気いっぱい健康に育ってね」

つむ ぎ

北　夏音ちゃん
（父・直紀さん　母・青空さん）
（令和３年６月３０日生まれ）

「夏の始まりのような暑い日に生まれました。
見かけたら声をかけてください！」

なつ ね
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